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Joint Meeting ESH-ISH 2021, 2021-4 (Web 開催, Glasgow, UK) 
 

2. Komatsu H: Medical Education System and Present Status for Research Doctors in Japan.  
International Meeting of Medical Residence, 2021-5 (Web 開催, Lima, Peru) 

 
3. Sangthawan P, Toida T, Fujimoto S: Involvement of fluid indicators on blood pressure in hemodialysis 

patients ~ Differences between Thailand and Japan. 
19th Asian Pacific Congress of Nephrology, 2021-8 (Web 開催, Bangkok, Thailand) 

 
4. Koyama S, Yamashita A, Matsuura Y, Saito Y, Maekawa K, Gi T, Kitamura K, Kaikita K, Asada Y: 

Increased vascular glutamine level is a possible mediator of antithrombotic effect after everolimus- 
eluting stent implantation. 
第 19 回 国際動脈硬化学会, 2021-10 (Onsite & Web 開催, 京都) 
 

5. Yamamura Y, Tanaka H, Ishikawa T, Kaikita K, Watanabe N: Alcohol Septal Ablation for a Patient 
with Fabry Disease: a case report.  
ECHO 360 Structural Heart Imaging 2021, 2021-10 (Onsite & Web 開催, Seoul, Korea) 

 
6. Komaki S, Ishii M, Mikami T, Ikebe S, Kaichi R, Takae M, Mori T, Toida R, Kurigi K, Yamamoto N, 

Tsujita K, Kaikita K: Relation Between Coronary Artery Calcium Score and Clinical Outcomes After 
Percutaneous Coronary Intervention in Stable Coronary Artery Disease. 
American Heart Association Scientific Sessions 2021, 2021-11 (Web 開催, Boston, USA) 

 
 
【総会】 
1. Nishihira K, Kadooka K, Kuriyama N, Shibata Y: Clinical Outcomes of Elderly Patients with 

ST-segment Elevation Myocardial Infarction Complicated by Heart Failure Who Undergo Percutaneous 
Coronary Intervention.  
第 86 回日本循環器学会学術集会、2022 年 3 月（Web 開催、神戸） 

 
2. Tsuruda T, Hatakeyama K, Asada Y, Kaikita K: Cardiac troponin-T is expressed in lung cancer tissues 

and is associated with pathological severity. 
第 86 回日本循環器学会学術集会、2022 年 3 月（Web 開催、神戸） 
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3. 釘宮啓一、鈴木 翔、田村穂高、小田康晴、小山彰平、宮内俊一、河上 洋、小松弘幸：急性膵

炎後の被包化膵壊死(WON)に対する内視鏡的壊死物質除去（ネクロセクトミー）を施行中に門

脈ガス血症を発症した 1 例． 
第 118 回日本内科学会総会、2021 年 4 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
4. 田中早紀、川口 剛、宮内俊一、小山彰平、小田康晴、鈴木 翔、岡山昭彦、小松弘幸：ミコフ

ェノール酸モフェチル及びステロイドで軽快した精神神経ループスとループス腎炎を合併し

た全身性エリテマトーデスの 1 例． 
第 118 回日本内科学会総会、2021 年 4 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
5. 長友優菜、堀口祟典、小田康晴、鈴木 翔、小山彰平、宮内俊一、松元信弘、中里雅光、小松

弘幸：オンマイヤーリザーバーを留置し，PS が改善したことで化学療法が導入できた嚢胞性転

移性脳腫瘍を有する小細胞肺癌の一例． 
第 118 回日本内科学会総会、2021 年 4 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
6. 髙﨑俊和、坂東政司、本間 栄、藤元昭一、稲瀬直彦、針谷正祥、須田隆文：ANCA 関連血管

炎の科々連携および MPO-ANCA 陽性間質性肺炎に関する専門医アンケート調査． 
第 61 回日本呼吸器学会学術講演会、2021 年 4 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
7. 加藤丈司：高血圧の病態：神経体液性因子の関わり． 

第 9 回臨床高血圧フォーラム、2021 年 5 月（Web 開催、大阪） 
 
8. 小山彰平、山下篤、 松浦祐之介、斎藤祐介、前川和也、魏峻洸、北村和雄、浅田祐士郎：細胞

内グルタミン濃度は血管平滑筋細胞の血栓性を規定する． 
第 43 回日本血栓止血学会学術集会、2021 年 5 月（Web 開催） 

 
9. 小松弘幸、藤元昭一、杉山 斉、横山 仁：成人紫斑病性腎炎に対する扁桃摘出術＋ステロイド

パルス療法の効果 ～J-RBR 二次コホート研究の Post-hoc 解析． 
第 64 回日本腎臓学会学術大会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜） 

 
10. 田崎 光、江里口雅裕、吉田寿子、松井 勝、鮫島謙一、井関邦敏、旭 浩一、山縣邦弘、藤元

昭一、今田恒夫、成田一衛、守山敏樹、笠原正登、柴垣有吾、近藤正英、渡辺 毅、鶴屋和彦：

血尿による腎機能低下は蛋白尿により増強される． 
第 64 回日本腎臓学会学術総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜市） 

 
11. 戸井田達典、戸井田玲子、高橋理沙、上園繁弘、小松弘幸、藤元昭一：末期腎不全患者におけ

る血液透析導入時バスキュラーアクセスの有無と生命予後の関係（地域コホート研究）． 
第 64 回日本腎臓学会学術総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜市） 
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12. 西本雅俊、村島美穂、吉田寿子、江里口雅裕、松井 勝、鮫島謙一、井関邦敏、旭 浩一、山縣

邦弘、藤元昭一、今田恒夫、成田一衛、守山敏樹、笠原正登、柴垣有吾、近藤正英、渡辺 毅、

鶴屋和彦：自己申告に基づく歩行習慣とその後の腎機能低下の関連． 
第 64 回日本腎臓学会学術総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜市） 

 
13. 木村 浩、田中健一、旭 浩一、井関邦敏、守山敏樹、山縣邦弘、鶴屋和彦、藤元昭一、成田一

衛、今田恒夫、近藤正英、笠原正登、柴垣有吾、渡辺 毅、風間順一郎：CKD 患者の健康行動

に対する行動変容ステージと生命予後の関連． 
第 64 回日本腎臓学会学術総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜市） 

 
14. 荒海光良、市川一誠、今田恒夫、藤元昭一、井関邦敏、守山敏樹、山縣邦弘、鶴屋和彦、成田

一衛、近藤正英、笠原正登、柴垣有吾、旭 浩一、渡辺 毅：特定健診における健常者の年齢別

eGFR 分布：特定健診コホート研究． 
第 64 回日本腎臓学会学術総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜市） 

 
15. 山本集士、梅野 寛、佐野裕介、渡邊 厚、小泉智徳、鳥巣至道、藤元昭一：両腎摘出ブタを用

いたダイアライザの in vivo 性能評価 (I) ～ブタ透析モデルの確立～． 
第 66 回日本透析医学会学術集会・総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜） 

 
16. 梅野 寛、佐野裕介、渡邊 厚、小泉智徳、山本集士、鳥巣至道、藤元昭一：両腎摘出ブタを用

いたダイアライザの in vivo性能評価 (II) ～ビタミン Eコート透析濾過器試作品Aの効果につ

いて～． 
第 66 回日本透析医学会学術集会・総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜） 

 
17. 落合彰子、黒田彩加、植村倫行、海老原尚、宮田昌明、麻生久美子、岩切太幹志、馬場明子、

稲垣浩子、菊池正雄、藤元昭一：透析導入期、ANCA 関連血管炎(AAV)による肺胞出血に対す

るステロイド療法中に発症した肺ノカルジアの一例． 
第 66 回日本透析医学会学術集会・総会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、横浜） 

 
18. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？～高リスク心房細動患者の抗血栓マネジメント～． 

第 69 回日本心臓病学会学術集会、2021 年 9 月（Onsite & Web 開催、鳥取） 
 

19. 石山雄一郎、上村智彦、比嘉利信：高齢高血圧患者の中長期予後に関する単施設検討． 
第 43 回日本高血圧学会総会、2021 年 10 月（Web 開催、沖縄） 

 
20. 加藤丈司、川越由紀子、姜 丹鳳、松﨑美南、北村和雄：地域住民における血中ナトリウム利

尿ペプチド濃度と高血圧発症． 
第 43 回日本高血圧学会総会、2021 年 10 月（Web 開催、沖縄） 

 
21. 黒石頌子、永田さやか、加藤丈司、山﨑基生、北村和雄：ヒト血清アルブミンを用いたアド
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レノメデュリン新規誘導体の開発． 
第 43 回日本高血圧学会総会、2021 年 10 月（Web 開催、沖縄） 

 
22. 宮内俊一、小山彰平、小田康晴、鈴木 翔、市原明子、落合昂一郎、太平洋明、日髙康太郎、

木許恭宏、圓﨑夏美、小松弘幸：新型コロナウイルス感染症に伴う新研修医オリエンテーショ

ンでの限定的基本手技実習の有用性と限界． 
第 9 回日本シミュレーション医療教育学会、2021 年 10 月（Web 開催） 

 
23. 米澤瑛美、山本章二朗、夏田朱一郎、安倍弘生、野田貴穂、坂元一樹、鈴木 翔、平田智也、

市成直樹、小村杏奈、瀬戸口翔子、内山尚美、畑田紘志、吉田直樹、田村穂高、三池 忠、芦

塚伸也、中島孝治、稲津東彦、河上 洋：好酸球性消化管疾患 13 例の検討． 
第 63 回日本消化器病学会大会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、神戸） 
 

24. 田村穂高、山本章二朗、市成直樹、米澤瑛美、平田智也、瀬戸口翔子、坂元一樹、野田貴穂、

鈴木 翔、 坂口 舞、三池 忠、安倍弘生、芦塚伸也、稲津東彦、河上 洋：ステロイド抵抗性

潰瘍性大腸炎に対するタクロリムスの治療成績． 
第 63 回日本消化器病学会大会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、神戸） 

 
25. 芦塚伸也、稲津東彦、北 俊弘、北村和雄：炎症性腸疾患に対するアドレノメデュリン療法の

開発． 
第 12 回日本炎症性腸疾患学会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
26. 山村善政、内田暁子、水光洋輔、石川哲憲、海北幸一、渡邉望： 大動脈弁三尖全ての弁尖 bending

により高度の大動脈弁逆流を呈した 1 例． 
第 11 回日本心臓弁膜症学会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、大阪） 

 
27. 加藤丈司、川越由紀子、姜 丹鳳、松﨑美南、井田隆徳、北村和雄：血中ナトリウム利尿ペプ

チド濃度と高血圧発症． 
第 25 回日本心血管内分泌代謝学会学術総会、2021 年 12 月（Web 開催、久留米） 

 
28. 北村和雄：アドレノメデュリンのトランスレーショナルリサーチ． 

CVMW2021 心血管代謝週間、2021 年 12 月（Web 開催、久留米） 
 

29. 北村和雄：アドレノメデュリン：基礎研究から臨床研究・医師主導治験へ ～新型コロナ肺炎

の治療薬開発～． 
CVMW2021 心血管代謝週間、2021 年 12 月（Web 開催、久留米） 

30. 西平賢作、安田聡：わが国の急性冠症候群診療に新たな展開；JAMIR と JROAD-DPC．  
第 35 回日本冠疾患学会学術集会、2021 年 12 月（Web 開催） 
 

31. 松浦祐之介：Moderated Poster Session (Japanese) 18- Discussant. 
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第 86 回 日本循環器病学会学術集会、2022 年 3 月（Web 開催） 
 
【補遺】 
1. 鬼塚久充, 長友慶子, 山口昌志, 山村善政, 黒木建吾, 小山彰平, 井手口武史, 石川哲憲, 北村和

雄：Association between Heart Rate Variability at Acquisition and Transient IschemicDilatation in 
Adenosine-loading Stress Myocardial Perfusion Imaging.  
第 84 回日本循環器学会学術集会、2020 年 7 月（Web 開催、京都）  

 
2. 加藤丈司、川越由紀子、姜  丹鳳、北村和雄：Association between body mass index (BMI) 

variability and plasma adrenomedullin (AM) in the general population. 
第 24 回日本心血管内分泌代謝学会学術総会、2021 年 3 月（Web 開催、東京） 

 
 
【地方会】 
1. 黒木大介、山本章二朗、芦塚伸也、吉田直樹、田村穂高、内山尚美、畑田紘志、瀬戸口翔子、

市成直樹、押川一達、宮後 冴、黒石頌子、平田智也、松本英丈、鈴木 翔、安倍弘生、中島孝

治、三池 忠、稲津東彦、河上 洋：炎症性腸疾患に対する診療の現状と将来像 難治性潰瘍性

大腸炎に対するベドリズマブ療法の治療成績． 
第 117 回日本消化器病学会九州支部例会・第 111 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会、2021
年 6 月（Onsite & Web 開催、福岡） 

 
2. 佐藤有生、池田拓人、千代反田顕、市原明子、西田卓弘、坂元里彩、山本章二朗、平田智也、

芦塚伸也、七島篤志：Crohn 病患者の小腸異物に対して外科的介入を行った 1 例． 
第 117 回日本消化器病学会九州支部例会・第 111 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会、2021
年 6 月（Onsite & Web 開催、福岡） 

 
3. 内田暁子、松浦祐之介、竹内貴哉、山村善政、石川哲憲、阪口修平、中村都英、北村和雄：前

兆のある片頭痛と低酸素血症を呈した右上大静脈左房還流症の 1 例． 
第 130 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 6 月（Web 開催） 

 
4. 黒木直人、田中浩喜、山村善政、石川哲憲、阪口修平、中村都英、北村和雄：異なる臨床病型

を呈した Valsalva 洞-右室瘻の 2 例． 
第 130 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 6 月（Web 開催） 

 
5. 原田耕士朗, 松浦亮太, 石川哲憲, 森晃佑, 中村都英, 北村和雄：治療方針決定に苦慮した、冠動

脈病変合併腹部大動脈瘤の 1 例． 
第 130 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 6 月（Web 開催） 

 
6. 海北幸一：心房細動合併冠動脈疾患の抗血栓マネジメント． 

第 31 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2021 年 10 月（Onsite & We
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開催、北九州） 
 
7. 小牧聡一、石井正将、御上貴史、池邉 壮、開地亮太、高江将史、森 隆之、戸井田玲子、黒木

一公、山本展誉、辻田賢一、海北幸一： Relation Between Coronary Artery Calcium Score and Clinical 
Outcomes After Percutaneous Coronary Intervention. 
第 31 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2021 年 10 月（Onsite & Web
開催、北九州） 

 
8. 小牧聡一、御上貴史、池邉 壮、開地亮太、高江将史、森 隆之、戸井田玲子、黒木一公、山本

展誉：治療に苦慮した右冠動脈起始異常の石灰化病変の一例． 
第 31 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2021 年 10 月（Onsite & Web
開催、北九州） 
 

9. 山村善政、田中美与、海北幸一、渡邉望：経皮的心室中隔心筋焼灼術後に想定以上の著明な中

隔菲薄化を認めた Fabry 病の 1 例． 
第 31 回日本超音波医学会九州地方会、2021 年 10 月（Web 開催） 
 

10. 三嶋悠佳、黒木直人、田中浩喜、山村善政、田中美与、阪口修平、古川貢之、海北幸一、渡邉

望：異なる臨床病型を呈した Valsalva 洞-右室瘻の 2 例． 
第 31 回日本超音波医学会九州地方会、2021 年 10 月（Web 開催） 

 
11. 黒田彩加、児玉琴子、藤元健太、杉山史子、久永修一、藤元昭一：両側腎梗塞による急性腎不

全をきたした Leriche 症候群の 1 例． 
第 51 回日本腎臓学会西部学術大会、2021 年 10 月（Web 開催） 

 
12. 坂田鋼治、松山 翔、呉林なごみ、村山 尚、森本幸生、武谷 立：フォルミン阻害剤 SMI-FH2

による心機能の変容とその分子機序． 
第 74 回日本薬理学会西南部会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、久留米） 

 
13. 吉田直樹、芦塚伸也、田村穂高、内山尚美、小川宗一郎、堀口みなみ、瀬戸口翔子、篠原実成、

市成直樹、押川一達、宮後 冴、平田智也、黒木大介、鈴木 翔、中島孝治、安倍弘生、三池 忠、

山本章二朗、 稲津東彦、河上 洋：Mesalazine による薬剤性好酸球性肺炎を生じた潰瘍性大腸

炎の 1 例． 
第 118 回日本消化器病学会九州支部例会、2021 年 12 月（Onsite & Web 開催、長崎） 
 

14. 宮後 冴、中島孝治、田村穂高、落合昂一郎、黒木大介、鈴木 翔、芦塚伸也、安倍弘生、三池 
忠、山本章二朗、稲津東彦、河上 洋、細川 歩：消化器がん治療における免疫チェックポイン

ト阻害剤の現状と課題 当院での進行食道癌に対する Nivolumab 療法の検討． 
第 118 回日本消化器病学会九州支部例会、2021 年 12 月（Onsite & Web 開催、長崎） 
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15. 市成直樹、山本章二朗、三池 忠、芦塚伸也、安倍弘生、鈴木 翔、平田智也、坂口 舞、坂元

一樹、野田貴穂、瀬戸口翔子、米澤瑛美、中村佳菜子、小川宗一郎、内山尚美、畑田紘志、黒

木大介、押川一達、稲津東彦、河上 洋：患者さんに寄り添う IBD 個別化医療を考える 先発

インフリキシマブからインフリキシマブバイオシミラーに変更したクローン病症例の臨床経

過． 
第 118 回日本消化器病学会九州支部例会・第 112 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会、2021
年 12 月（Onsite & Web 開催、長崎） 
 

16. 内田暁子、水光洋輔、松浦亮太、田中浩喜、黒木建吾、小山彰平、松浦祐之介、井手口武史、

鶴田敏博、石川哲憲、海北幸一：局所リエントリー回路がカルトシステムで同定できた右室流

出路起源心室頻拍の一例． 
第 131 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 12 月（Web 開催） 

 
17. 黒木直人、田中浩喜、山村善政、黒木建吾、小山彰平、松浦祐之介、井手口武史、 鬼塚久充、

鶴田敏博、石川哲憲、海北幸一：難治性胸水、心嚢液貯留の診断に苦慮した一例． 
第 131 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 12 月（Web 開催） 

 
18. 原田耕士朗, 松浦亮太, 田中浩喜, 山村善政, 黒木建吾, 小山彰平, 松浦祐之介, 井手口武史, 鶴田

敏博, 石川哲憲, 阪口修平,  古川貢之, 海北幸一：還流域の狭い回旋枝閉塞により梗塞後心室瘤形

成をきたし、保存的加療後に心室瘤の切迫破裂を呈した１例． 
第 131 回日本循環器学会九州地方会、2021 年 12 月（Web 開催） 

 
19. 海北幸一：虚血性心疾患の包括的薬物治療戦略 －抗血栓療法から心不全管理まで－． 

第 33 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 1 月（Web 開催） 
 
20. 水光洋輔、内田暁子、田中浩喜、森林耕平、小山彰平、松浦祐之介、石川哲憲、海北幸一：分

岐部病変に対するステント留置後にステント変形による血腫を形成し bail out を要した一例． 
第 33 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 1 月（Web 開催） 

 
21. 田中浩喜、水光洋輔、森林耕平、小山彰平、松浦祐之介、石川哲憲、海北幸一：治療に難渋し

た calcified nodule を伴う複雑病変の一症例．  
第 33 回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会、2022 年 1 月（Web 開催） 

 
22. 黒田彩加、児玉琴子、藤元健太、杉山史子、久永修一、田井博、今村卓郎、岩切太幹志、菊池

正雄、藤元昭一：Crohn 病に合併し、SARS-CoV-2 ワクチン接種後に肉眼的血尿および急性腎

障害を呈した IgA 腎症の一例． 
第 336 回日本内科学会九州地方会、2022 年 1 月（Onsite & Web 開催、福岡） 

 
23. 三橋啓太、鶴田敏博、岩尾浩昭、桑原彩、田中美与、尾方美幸、海北幸一、梅北邦彦：Löffler

心内膜炎の合併が疑われた好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の１例． 
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第 67 回日本臨床検査医学会九州地方会、2022 年 3 月（Web 開催） 
 
 
【研究会・講演会】 
1. 石川哲憲：冠動脈疾患における抗血栓療法の現状と新たな展開． 

第1回西諸医師会・西諸内科医会WEB合同学術講演会、2021年5月（Web配信） 
 

2. 石川哲憲：超高齢心房細動患者における抗血栓療法の実態調査および予後調査について 

－途中報告－． 
第5回宮崎AF Registry研究セミナー、2021年9月（Web配信） 

 
3. 井手口武史：不整脈における病診連携～ガイドラインの変更を診療に生かす～． 

南那珂医師会学術講演会、2021年5月（Onsite & Web 開催、日南） 
 
4. 井手口武史：心房細動治療ガイドラインの変更を診療に生かす． 

宮崎県循環器疾患WEB Conference、2021年6月（Web配信） 
 
5. 井手口武史：不整脈における病診連携～ガイドラインの変更を診療に生かす～． 

都城市北諸県郡医師会学術講演会、2021年8月（Web配信） 
 
6. 井手口武史：高齢心房細動患者への対応． 

都城内科医会学術講演会、2021年11月（Web配信） 
 
7. 井手口武史：宮崎大学医学部附属病院の肺塞栓予防の取り組みと院内データについて． 

静脈血栓塞栓症を考える会 in宮崎、2021年12月（Web配信） 
 
8. 井手口武史：βブロッカーについて． 

トーアエイヨー株式会社社内講演会、2021年12月（Web配信） 
 
9. 漆間雅人：当科における高齢心房細動患者の実態． 

南那珂医師会学術講演会、2021年5月（Onsite & Web 開催、日南） 
 
10. 鬼塚久充：虚血性心疾患診療に心臓核医学検査を活かすには． 

心臓核医学Web講演会、2022年3月（Web配信） 
 
11. 甲斐誠章：PCI合併症の検討～ステント脱落～ 

第1回宮崎県若手PCIセミナー、2022年1月（Web配信） 
 
12. 海北幸一：心不全治療における新たな可能性－左室リモデリング抑制におけるARNIの影響－． 

第 153 回宮崎心臓病研究会、2021 年 5 月（Web 配信） 
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13. 海北幸一：進化する至適血栓療法～エビデンスから実臨床へ～． 

福井循環器治療懇話会、2021 年 5 月（Web 配信） 
 
14. 海北幸一：心不全治療における新たな可能性を考える－左室リモデリング抑制におけるARNI

の関与－． 
徳島南部Expert Meeting、2021年6月（Web配信） 

 
15. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法－2020年JCSガイドラインフォーカスアップデート

を読み解く－． 
延岡医学会学術講演会、2021年6月（Onsite & Web 開催、延岡） 

 
16. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法－2020年JCSガイドラインフォーカスアップデート

を読み解く－． 
宮崎県内科医会学術講演会、2021年7月（Web配信） 

 
17. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法－2020年JCSガイドラインフォーカスアップデート

を読み解く－． 
玉名郡市医師会学術講演会、2021年8月（Web配信） 

 
18. 海北幸一：心不全における新たな治療戦略－左室リモデリング抑制におけるARNIの関与－． 

最新の心不全診療を学ぶ会～宮崎県病院薬剤師会学術講演会～、2021年8月（Web配信） 
 
19. 海北幸一：至適抗血栓療法の極意－高リスク心房細動患者に挑む－． 
  イグザレルトウェブカンファレンス、2021年8月（Web配信） 
 
20. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？－高リスク心房細動患者に挑む－ 
  福岡Embolism研究会、2021年8月（Onsite & Web 開催、福岡） 
 
21. 海北幸一：心不全治療における新展開－左室リモデリング抑制におけるARNIの関与－． 
    日南串間医療圏学術講演会、2021年9月（Onsite & Web 開催、日南） 
 
22. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？－心房細動合併冠動脈疾患の抗血栓マネジメント－ 
    Cardiovascular Forum in Akita、2021年9月（Web配信） 
 
23. 海北幸一：心房細動合併冠動脈疾患における抗血栓管理－AFIRE研究の最新治験に学ぶ－． 
  八幡心血管連携カンファレンス2021、2021年9月（Web配信） 
 
24. 海北幸一：心不全治療における新展開－左室リモデリング抑制におけるARNIの関与－． 
  第78回都城心臓血管懇話会、2021年9月（Onsite & Web 開催、都城） 
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25. 海北幸一：心房細動合併冠動脈疾患における抗血栓管理－AFIRE研究の最新治験に学ぶ－． 

第41回児湯内科医会学術講演会、2021年9月（Web配信） 
 
26. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法－エビデンス、ガイドラインから日常診療へ－． 

冠動脈疾患webセミナー、2021年10月（Web配信） 
 

27. 海北幸一：冠動脈疾患における至適抗血栓療法－血栓リスクと出血リスクを考える－． 
PCI後抗血栓療法のNew Nomal WEBセミナー、2021年10月（Web配信） 

 
28. 海北幸一：PCI患者における至適抗血栓マネジメント－ガイドラインに学ぶ－． 

西諸医師会・西諸内科医会WEB合同学術講演会、2021年10月（Web配信） 
 
29. 海北幸一：進化する至適抗血栓療法－新規エビデンスから実臨床へ－． 

対馬市循環器懇話会、2021年10月（Web配信） 
 
30. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？－ハイリスク心房細動患者に挑む－． 

第102回循環器診療セミナーin 西宮、2021年10月（Web 配信） 
 
31. 海北幸一：進化する至適抗血栓療法－血栓リスクか出血リスクか？－． 

延岡医学会学術講演会、2021年10月（Onsite & Web 開催、延岡） 
 
32. 海北幸一：進化する至適抗血栓療法－新規エビデンスから実臨床へ－． 

第58回青森臨床循環器研究会、2021年10月（Web配信） 
 
33. 海北幸一：冠動脈疾患における至適抗血栓マネジメント． 

第159回宮崎心臓病研究会、2021年12月（Web配信） 
 
34. 海北幸一：将来の至適抗血栓療法に向けて－エビデンスから実臨床へ－． 

CVMW2021、2021年12月（Web配信） 
 
35. 海北幸一：冠動脈疾患における至適抗血栓マネジメント． 

都城市北諸県郡医師会内科医会学術講演会、2021年12月（Web配信） 
 
36. 海北幸一：新たな降圧療法と心不全管理－新規治療戦略におけるARNIへの期待－． 

9th KURUME-48Heart Failure、2021年12月（Web配信） 
 
37. 海北幸一：心不全抑制のための高血圧管理－新規治療戦略におけるARNIへの期待－． 

エンレスト錠″高血圧症″適応追加記念講演会 in MIYAZAKI、2021年12月（Web配信） 
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38. 海北幸一：血栓リスクか出血リスクか？． 
Expert Meeting on Cardiology ～Road to NEJM～、2022 年 1 月（Web 開催） 

 
39. 海北幸一：冠動脈疾患における抗血栓療法の最前線． 
  宮崎市郡医師会しののめ医学会特別講演会、2022年1月（Web配信） 
 
40. 海北幸一：虚血性心疾患の包括的薬物治療戦略． 

日向市東臼杵郡医師会学術講演会、2022年1月（Onsite & Web 開催、日向） 
 
41. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？ 
  Expert Meeting on Cardiology、2022年1月（Onsite & Web 開催、大阪） 
 
42. 海北幸一：将来の至適抗血栓療法に向けて－エビデンスから実臨床へ－． 
  いわて抗血栓療法Update WEBセミナー、2022年2月（Web配信） 
 
43. 海北幸一：心不全に対する新しい薬物治療概念とデバイス治療のエビデンス． 
  第161回宮崎心臓病研究会、2022年2月（Web配信） 
 
44. 海北幸一：虚血性心不全における包括的薬物治療戦略． 
  心不全治療を考える会、2022年2月（Web配信） 
 
45. 海北幸一：冠動脈疾患の至適抗血栓療法に向けて－エビデンスから実臨床へ－． 
  宮崎市郡内科医会学術講演会、2022年3月（Web配信） 
 
46. 海北幸一：血栓リスクか、出血リスクか？－心房細動合併冠動脈疾患に挑む－． 
  桜山Thrombosis Expert Meeting 2022、2022年3月（Web配信） 
 
47. 海北幸一：虚血性心疾患の包括的薬物治療戦略－抗血栓療法から心不全管理まで－． 
  心房細動の病診連携を考える会、2022年3月（Web配信） 
 
48. 海北幸一：新たな降圧療法と心不全管理－新規治療戦略におけるARNIへの期待－． 
    第8回心不全診療を考える会、2022年3月（Web配信） 
 
49. 加藤丈司：高血圧対策～より良い生活習慣を目指して～． 

第２次健康みやざき市民プラン研修会、2021 年 4 月（宮崎） 
 
50. 加藤丈司：高血圧の病態と血圧調整因子～降圧ペプチドの観点もふまえて～． 
  Web Live Symposium, 2021年5月（Web配信） 
 
51. 加藤丈司：エンレストの有用性． 
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ARNI National Symposium, 2021年10月（Web配信） 
 
52. 加藤丈司：高血圧の病態と血圧調整因子． 

新しい高血圧治療の夜明け、2021 年 10 月（Onsite & Web 開催、福岡） 
 
53. 加藤丈司：高血圧の発症進展におけるナトリウム利尿ペプチドの病態生理学的役割． 

高血圧を識る、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、大阪） 
 
54. 加藤丈司：高血圧の発症進展におけるナトリウム利尿ペプチドの病態生理学的役割． 

ナトリウム利尿ペプチドを識る、2022 年 2 月（Web 配信） 
 
55. 加藤丈司：アンジオテンシン受容体・ネプリライシン阻害薬「ARNI」はどのような降圧薬か． 

佐土原地区医師会学術講演会、2022 年 3 月（宮崎） 
 
56. 加藤丈司：生活習慣病予防と運動． 

健康運動看護師養成講座、2022年3月（宮崎） 
 
57. 菊池正雄：リンの管理目標値今のままで大丈夫？～Episode studyから得られた知見～． 

宮崎県ピートル講演会、2021年6月（Onsite & Web 開催、宮崎） 
 
58. 黒木建吾：心房細動患者にアブレーション治療を奨めるべきタイミングについて考える． 

Web 講演会～カテーテルアブレーション周術期管理を考える～、2021 年 6 月（Web 配信） 
 
59. 小牧聡一：治療に苦慮した右冠動脈起始異常の石灰化病変． 

第 66 回宮崎インターベンション研究会、2021 年 4 月（Web 開催） 
 

60. 小牧聡一：虚血性心筋症患者の抗凝固療法と当科の試み． 
延岡医学会学術講演会、2021年7月（延岡） 

 
61. 小牧聡一：Ultimaster Tanseiで行った3-Ⅾ OCT-Guided PCI. 

Bifurcationを考える会、2021年9月（Web配信） 
 
62. 小牧聡一：冠動脈石灰化についての考察． 

延岡医学会学術講演会、2021年10月（Onsite & Web 開催、延岡） 
 
63. 小牧聡一：隔靴搔痒．  

5th OCT 読影会、2021 年 12 月（Web 開催） 
 
64. 小牧聡一：若年 CTO 患者に対する治療戦略． 

South side of Kyusyu PCI conference、2021 年 12 月（Web 開催） 



- 27 - 

 

65. 小松弘幸：医学部でどんなことを学ぶの？ 
宮崎から医師を目指そう！応援フォーラム、2021年10月（宮崎） 

 
66. 小松弘幸：コロナ禍における宮崎大学の臨床実習・臨床研修への取り組み ～ 遠隔・分散教育

と実地教育に対する医学生、研修医、指導医の本音． 
第2回高木兼寛シンポジウム、2021年11月（Web配信） 

 
67. 小山彰平、山下篤、 松浦祐之介、斎藤祐介、前川和也、魏峻洸、北村和雄、浅田祐士郎、海北

幸一：血管代謝を標的とした新たな血栓性制御の可能性． 
第 7 回 Bench to Bedside conference、2022 年 2 月（Onsite & Web 開催、東京） 

 
68. 佐藤祐二：高血圧治療抵抗因子としての尿酸高値． 

高尿酸血症と治療を考える会、2021年5月（Web配信） 
 
69. 佐藤祐二、平 麿寿、白石こず恵、藤本有希、原田みゆき、佐藤香織、黒田秦広、佐藤政徳、

田邉 修、柳田千恵子：亜鉛含有薬の長期投与による銅欠乏性貧血と考えられた一例． 
第 53 回九州人工透析研究会総会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、宮崎） 

 
70. 田邉 修、黒田秦広、平 麿寿、佐藤祐二：透析専門医不在期間 10 年間を経験して． 

第 53 回九州人工透析研究会総会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、宮崎） 
 
71. 谷口昂也：ACSと急性心不全の鑑別について． 

第1回宮崎県若手PCIセミナー、2022年1月（Web配信） 
 
72. 戸井田達典：多発性嚢胞腎の診断と治療介入． 

延岡医学会学術講演会、2021年10月（Web配信） 
 
73. 西平賢作：当院における高齢心筋梗塞症例の治療成績． 

第 153 回宮崎心臓病研究会、2021 年 5 月（Web 配信） 
 

74. 藤元昭一：ANCA 関連血管炎の最新治療． 
鹿児島 Renal Online Symposium、2021 年 4 月（Web 配信） 
 

75. 藤元昭一：高カリウム血症の病態と現況～新たな治療薬への期待～ 
都城市北諸県郡医師会学術講演会、2021 年 5 月（都城） 
 

76. 藤元昭一：CKD の対策と治療～CKD 診療ガイドラインから～ 
宮崎県病院薬剤師会学術講演会、2021 年 6 月（Web 配信） 

 
77. 藤元昭一：CKD における貧血の現況と新たな治療選択肢． 
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児湯内科医会学術講演会、2021 年 7 月（Web 配信） 
 
78. 藤元昭一：CKD における貧血の現況と新たな治療選択肢． 

延岡医学会学術講演会、2021 年 8 月（Web 配信） 
 
79. 藤元昭一：CKD の対策と治療～CKD 診療ガイドラインから～ 

都城市北諸県郡医師会講演会、2021 年 9 月（Onsight & Web 開催、都城） 
 
80. 藤元昭一：CardioRenal-Anemia-Iron Deficiency Syndromeと新しい腎性貧血治療への期待． 

宮崎県内科医会学術講演会、2021年11月（Web配信） 
 

81. 藤元昭一：2021 年を振り返って～わが国の慢性透析療法の現況と透析患者における COVID-19． 
平成 31 年宮崎県透析医会総会、2022 年 2 月（Onsight & Web 開催、宮崎） 

 
82. 藤元昭一：宮崎大学医学部におけるメディカルバレー構想への関わりについて～10 年間の活動

を振り返って～ 
東九州メディカルバレー構想推進セミナー、2022 年 3 月（Web 配信） 

 
83. 藤元健太、久永修一、山下 篤、北 俊弘、今村卓郎、藤元昭一：生体腎移植後に低カリウム血

症が顕在化し高レニン血症を伴う原発性アルドステロン症の診断に至った一例． 
第 53 回九州人工透析研究会総会、2021 年 11 月（Onsite & Web 開催、宮崎） 
 

84. 松浦祐之介：エンレスト初期使用経験からの考察． 
宮崎心不全カンファレンス、2021年7月（Web配信） 
 

85. 松浦祐之介：本学のスローガンに学ぶ心不全治療・地域連携 – 世界を視野に地域から始めよ

う－． 
第1回Miyazaki Heart Forum、2021年12月（宮崎） 

 
86. 森林耕平：新たな新不全治療薬ARNIへの期待と心不全連携 ～30症例を投与してみて～． 

西諸医師会・西諸内科医会合同学術講演会、2021年4月（Onsite & Web 開催、小林） 
 
87. 森林耕平：日常診療における新規心不全治療薬ARNIの役割と使い方 ～当院での使用経験と新

たなガイドラインを踏まえて～． 
西諸医師会・西諸内科医会Web合同学術講演会、2021年4月（Web配信） 

 
88. 森林耕平：忍容最大量までエンレスト増量を行った3症例． 

日本における心不全治療の新たな展開 – Before ARNI vs With ARNI –、2021年6月（Web配信） 
 
89. 森林耕平：最近の心不全治療の動向 ～急性期から慢性期へのsequentialな治療～． 
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県南部心不全診療の連携を考える会、2021年6月（串間市） 
 
90. 森林耕平：心不全治療の標準化と地域連携の重要性 ～新規心不全治療薬ARNIへの期待～． 

日向市東臼杵郡医師会学術講演会、2021年6月（Web配信） 
 
91. 森林耕平：慢性心不全治療標準化の重要性 ～新規心不全治療薬フォシーガへの期待と使いど

ころ～． 
南那珂内科会講演会、2021年9月（日南市） 

 
92. 森林耕平：宮崎県での循環器対策基本法の基本計画推進のためにACS診療で取り組むべき事項 

～ACSの救急搬送およびPrimary PCIの観点から． 
CVD Management Consensus Meeting、2021年9月（Web配信） 

 
93. 森林耕平：治療に難渋したRCA重度石灰化の一例． 

第67回宮崎インターベンション研究会、2021年11月（Web配信） 
 
94. 森林耕平：1入院中に2回ACSに対してPCIを行ったCABG後の1例 

Medtronic 講演会 小血管治療戦略、2022 年 1 月（Web 配信） 
 
95. 森林耕平：ACS・Primary PCI時の血栓性病変に対するtips． 

第1回宮崎県若手PCIセミナー、2022年1月（Web配信） 
 
96. 森林耕平：当院における、最近の虚血性心疾患診療． 

Miyazaki Heart Seminar、2022年3月（Onsite & Web 開催、宮崎） 
 
97. 山村善政、松浦祐之介、石川哲憲、北村和雄、魏峻洸、浅田祐士郎：心臓 MRI で不均一な遅延

造影を呈した AL アミロイドーシスに対し両心室心筋生検を施行した一例． 
第 42 回心筋生検研究会学術集会、2021 年 6 月（Onsite & Web 開催、大阪） 
 

98. 山村善政、田中浩喜、石川哲憲、海北幸一、渡邉 望：経皮的中隔心筋焼灼術後に想定以上の

著明な中隔菲薄化を認めたFabry病の1例． 
東京HOCM フォーラム 2021、2021年10月（Onsite & Web 開催、札幌） 
 

99. 山村善政、田中浩喜、松浦亮太、水光洋輔、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、

石川哲憲、鶴田敏博、海北幸一：IMPELLA補助循環用ポンプカテーテル． 
Kyushu Next Generation MCS Conference、2021年11月（Onsite & Web 開催、福岡市） 
 

100. 山村善政、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、海北幸一：

宮崎大学での心不全診療の現状と今後の薬剤加療の展望． 
西臼杵郡医師会学術講演会、2021年11月（Web配信） 
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101. 山村善政、森林耕平、黒木建吾、松浦祐之介、井手口武史、石川哲憲、鶴田敏博、海北幸一：

エンレストの薬剤特性を理解する． 
九州・四国ARNI座談会、2021年12月（Onsite & Web 開催） 

 
 
【その他】 
1. Kaikita K: Antiplatelet and/or anticoagulant therapy in cardiovascular disease: Individual assessment of 

bleeding and thrombotic risk. 
T-TAS Online Seminar 3, 2021 年 10 月（Web 配信） 

 
2. 坂田鋼治、鹿毛陽子、武谷 立:フォルミン蛋白質 Fhod3 の心筋症病因変異がもたらす機能変化． 

生体運動研究合同班会議 2022、2022 年 1 月（名古屋）  
 
 
 
 


